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利根川水系９ダム等の貯水量の現況について 

 

 

 

 

 

 

 

○ 利根川上流９ダムの貯水状況（令和８年３月２３日０時現在） 

  合計貯水量は１億９,０７０万㎥（貯水率約３５％） 

資料６ 

少雨の影響等により、利根川上流９ダムの貯水量は、１１月下旬から徐々に減少しており、３月２３日現在、約１億９千万㎥

（貯水率 ３５％）となっている。また、県内の水道用ダムの貯水量は、約２，３００万㎥（貯水率８６％）となっている。 

３月１９日気象庁発表の関東地方の 1 か月予報によると、降水量は「多い」の確率が４０％となっているが、引き続き、   

貯水状況や気象状況を注視するとともに、貯水量がさらに減少するなど渇水が見込まれる場合には、「千葉県渇水対策本部」 

を設置して、県民に対する節水の呼びかけや利水者への取水制限の要請を行うなど、関係機関と連携して適切に対応して   

いく。 
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○ 県内河川の貯水状況（令和８年３月２３日９時現在） 

  県内河川の水道用ダムの貯水率は８６％（平年比の９２％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


